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1 手法の説明に関しては、御厨貴,『オーラル・ヒストリー 現代史のための口述記録』中公新書 2002 年、
































































































                                                  
4 口述記録をより歴史記録としての特徴を持つものとするか、あるいは歴史を記述した作品としての特徴
を持つものとするかは、やはりオーラル・ヒストリープロジェクトの目的による。御厨が聞き取り、監修




































                                                  





































































上げる事ができる。Rabinow, P. MAKING OF PCR : a Story of Biotechnology , The University of Chicago 































                                                  
12 上野彰,『Discussion Paper No.50 長い歴史を持つラボラトリーの組織的知識に関する研究 ～ラボラ












  ……世界に通用するような研究にするためには 25 年やらないとだめ。４分の１世紀か
かるというのが、僕が近頃行って歩いている事なんです。要するに、大学でも、「大学の
研究は 10 年先をやらなきゃいけない」というような事は皆よくいうんだよね。理研なら










































































躍していた 1980 年代は、今日の JST 等が持つような研究支援プログラムが少なく、米国
との研究競争の中で思うところが少なくなかった。研究者としてのこの思いがあった故に、







                                                  
15 例えば DNA の二重らせん構造の発見に際しては、ライバルのデータを密かに見たことが奏功した、と





























 オーラル・ヒストリー研究という研究手法は、そもそも 1950 年代初頭に米国で生み出さ
れた17、歴史の把握、記述手法のひとつである。この手法が最初に開発、導入されたのは歴
                                                  
























                                                                                                                                                  
としては、http://www.oralhistory.org/、老舗コロンビア大学の
http://www.columbia.edu/cu/lweb/indiv/oral/、等が参考になる。他に、人文・社会科学研究の題材となる、
様々な分野のオーラル・ヒストリー研究サイトを集めたものとして、Humanities & Social Science Online
の http://www.h-net.org/~oralhist/centers.html が参考になる。 
18 御厨貴、『オーラル・ヒストリー 現代史のための口述筆記』 中央公論新社、2002 年。 
19 例えば http://www.history.army.mil/acquisition/research/fa_oh_intro.html など。 
20 この時期に導入された科学技術オーラル・ヒストリー研究の例を挙げる。①The Archives for History of 
Quantum Physics．これは 1961 年から 1973 年まで継続したプロジェクトであり、かのトマス・クーンも
オーラル・ヒストリーの収集に携わった。約 100 人のオーラルを記録している。②The Oral History 
Research Office of Columbia University．コロンビア大学では 1950 年代初期より、傑出したウィルス学
者、細菌学者のオーラルを収集している。③The Regional Oral History Office at Berkeley．UC バークレ
ーのチームが 1950 年代後半から収集しているカリフォルニア州の地域色豊かなアーカイヴ。産学連携の情



































































































                                                  
25 誰が世界最初に発明／発見したか、これを発表したか、また特許を申請したか、という歴史の構築に関
しては、日本は言語的な不利もあって戦前より米国の後塵を拝し続けている。 
26 主に科学技術振興機構理事長 北澤宏一氏の示唆による。北澤理事長からは、2010 年２月の正式インタ
ビューに先立ち、米国物理学会のオーラル・ヒストリー研究動向などに関して、様々な情報提供を頂いた。 
27 例えば医薬品産業、化学産業など。前者としてはメルク、後者としてはデュポンなど。 
28 海軍研究所 NRL、中央情報局 CIA など。シンクタンクとしてはランド研究所が主導する the Rand Oral 




























































































































国土交通省国土交通政策研究所「土地行政オーラル・ヒストリー」2008 年 7 月 








Paper No.4., 2009 年４月 
鈴木浩・永田宇征 「米国西海岸におけるオーラル・ヒストリーについて」特定領域研究
「日本の技術革新－経験蓄積と知識基盤化－」第 2 回国際シンポジウム研究発表会 論文
集 2006 年 12 月 
吉田健二「大原社会問題研究所のオーラル・ヒストリー」大原社会問題研究所雑誌 No.585. 













【内 容】「高温超伝導研究競争の経験とその中で得られた教訓について」  
【語り手】独立行政法人科学技術振興機構 理事長 北澤宏一 氏 
【聞き手】：永田晃也 文部科学省科学技術政策研究所第２研究グループ総括主任研究官 
      上野 彰            同          主任研究官 
【日 時】：平成22年２月26日 午前10時～12時 




























































































































































































































きな問題になりまして、Y or Yb? That is a question.といわれました。これもシェークス



















































































































































































ているのですが、高温超伝導についての報告書【 “Commercializing high temperature 



































【北澤】  そういうことですね。 

















【永田】  なるほど。そういう微妙なタイミングなのですね。 
【北澤】  ええ。素早く研究が進むときには、そういうことが起こりますね。 
【永田】  そうかもしれませんね。いかに受理日でプライオリティーが主張できても、
その後、名声が残るかどうかについては、やはり……。 
【北澤】  引用されないわけですからね。 















































































































【永田】  それ以前は、どちらに発行権はあったのですか。 
【北澤】  これは欧文誌刊行会という団体があって、そこが出していました。 
【永田】  そうですか。なるほど。 




































































































































































































































































































【日 時】平成21年9月29日 10時～12時 
【場 所】霞ヶ関ビル30階 科学技術政策研究所会議室 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【質１】  国立研究機関です。 
【松島】  だから、文部科学省の一部？ 

































































































































































































































【質３】  トヨタはチェックするのですか。 
































【松島】  全部報告します。 
【質４】  その後で解釈を入れて論文を書かれたものというのは別に見せないのですよ
ね。 
【松島】  基本的には見せません。 














































【松島】  難しいところですね。みんなが大人になるしかない。 













































―― 了 ―― 








【語り手】東京大学 先端科学技術研究センター教授 御厨貴 
【日 時】平成21年12月16日 14時～16時 
【場 所】霞ヶ関ビル30階 科学技術政策研究所会議室 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―― 了 ―― 
